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１．教育の情報化推進基本方針の策定について 

 

１－１ 策定の趣旨 

  

近年の情報化、グローバル化といった急加速的な進展の中、児童生徒が未来を力強く生

き抜くための様々な資質・能力を育成していくためには、情報や情報技術を受け身でとら

えるのではなく、目的に応じて主体的に選択し、課題解決に向かう「情報活用能力」が求

められている。 

 新学習指導要領においては、この「情報活用能力」を学習の基盤となる資質・能力と位

置付け、その育成のために必要なＩＣＴ環境を整えるとともに、それらを適切に活用した

学習活動等について一層の充実を図っていくこととされている。 

 そうした中で、２０１８年６月１５日に閣議決定された第３期教育振興基本計画におい

ては、「『平成３０年度以降の学校におけるＩＣＴ環境の整備方針』に基づき、学習者用コ

ンピュータや大型提示装置、超高速インターネット、無線ＬＡＮの整備など、各自治体に

よる計画的な学校のＩＣＴ環境整備の加速化を図る」ことが明記され、教育の情報化を推

進していくこととしている。 

 教育の情報化には、「子どもたちの情報活用能力の育成」と、「ＩＣＴを効果的に活用し

たわかりやすく深まる授業の実現」、「教職員がＩＣＴを活用した情報共有によりきめ細か

な指導を行うことや、校務の負担軽減」の３つの側面があり、これらを通して教育の質の

向上を目指すものである。 

 このうち、情報活用能力について、学校教育において重視すべき「資質・能力」の３つ

の柱の視点で整理すると次のようになる。 

項目 身につける資質・能力 

知識・理解 

（何を理解している

か、何ができるか） 

・情報や情報技術についての知識と理解 

・情報や情報技術を活用して問題を発見し解決するための知識 

・社会の中で情報や情報技術が果たしている役割や影響につい

ての知識 

思考力・判断力・表

現力等 

（理解しているこ

と・できることをど

う使うか） 

・情報や情報技術を活用して問題を発見し解決するための思考  

 力 

・必要な情報や解決の方法などを比較し選択するための判断力 

・相手や状況に応じて、情報を伝えるための表現力 

・情報を活用して、新たな価値を生み出すための創造力 

学びに向かう力、人

間性等 

（どのように社会・

世界と関わり、より

よい人生を送るか） 

・情報を多面的・多角的に吟味し見定めていく力 

・自らの情報活用を振り返り、評価し改善しようとする力 

・情報モラルや情報に対する責任について考えようとする態度 

・情報社会に主体的に参画し、その発展に寄与する態度 
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 このように、情報活用能力は、これからの社会を生きる児童生徒にとって、必要な資

質・能力である。 

本市では、情報活用能力の育成を通して児童生徒の確かな学力を支える資質・能力を高

めることを目指すとともに、ＩＣＴを活用した教育の情報化の推進を図るため、この方針

によりその方向性を示すものとする。 

 

  

１－２ 基本方針の位置づけ 

  

本基本方針は、「甲賀市総合計画」における小中学校の「ＩＣＴ教育環境整備事業」によ

る推進計画、また、「甲賀市教育振興計画」におけるＩＣＴ機器の計画的な整備、教員の指

導力向上等を目指した基本方向、さらには、以下の「甲賀市学校教育の指針」を踏まえ作

成したものである。 

 

令和２年度（2020年度）学校教育の指針 （甲賀市教育委員会） 

◆甲賀市教育方針  

「たくましい心身と郷土への誇りをもち、未来を切り拓く人を育てる」 

 

 ◆甲賀市教育目標 

  教育目標１  ともに学び、ともに育ち、ともに 

生きる 

  教育目標２  豊かな心と健やかな体を育む 

教育目標３  郷土への誇りをもち、世界に発信   

できる人を育てる 

 

◆学校教育が目指すもの 

 いきいき学び ぐんぐん伸びる 心やさしい 甲賀の子ども 

      

◆推進のための５つの柱のうちの「柱１」に関して    

柱１ 学ぶ力を高め、確かな学力を育む教育の充実 

１－１ 「こうか授業術５箇条」を柱とした主体的・対話的で深い学びの促進 

１－２ 読み解く力向上を図るための授業開発、実践の推進 

１－３ 目標を持ち自ら学びに向かう態度を育成するための家庭学習の充実 

１－４ ＧＩＧＡスクール構想に基づく児童生徒用ＰＣの整備と効果的な活用に 

向けた研修と研究の充実  

１－５ グローバルマインドや実践的なコミュニケーション能力の育成に向けた 

外国語教育・国際教育の充実 
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１－３ 国の動向 

 

文部科学省において、２０２０年度に向けた教育の情報化に関する総合的な推進施策

「教育の情報化ビジョン｣(H23.4)を策定し、２０２０年までに１人１台のタブレット端末

を活用したＩＣＴ教育の本格展開やＩＣＴ支援員の配置等について、教育の情報化を強く

推進してきた。またその中で、２１世紀に生きる子どもたちに求められる力として、情報

活用能力を掲げ、この力が「生きる力」に資するものであるとした。 

さらに、「教育の情報化加速化プラン｣(H28.7)では、子どもたちがＩＣＴを受け身で捉え

るのではなく、手段として積極的に活用していくことが求められるとし、授業・学習面、

校務面など、学校活動のあらゆる側面へのＩＣＴの活用を推進することとした。 

また、新学習指導要領にも各教科等におけるＩＣＴの活用について記載しており、その

実施を見据え、前述したように２０１７年１２月には、「平成３０年度以降の学校における

ＩＣＴ環境の整備方針｣を取りまとめ、各教育委員会において子どもたちのＩＣＴ環境整備

等において、加速化するよう通知したところである。 

 

整備方針においては、「学校におけるＩＣＴ環境整備の検討にあたっての視点」として、

次の３点が挙げられた。 

 

（１）新学習指導要領におけるＩＣＴを活用した学習活動を具体的に想定しながら検討を

行うこと。 

（２）ＩＣＴを活用した学習活動を踏まえ優先的に整備すべきＩＣＴ機器等と機能につい

て具体的に整理を行うこと。 

（３）必要とされるＩＣＴ機器等及びその機能の整理にあたっては、限られた予算を効果

的かつ効率的に活用する観点から検討を行うこと。 

 

また、今後の学習活動において、最低限必要とされ、かつ、優先的に整備すべきＩＣＴ

機器等の設置の考え方および機能の考え方が示されたほか、さらに、ＩＣＴ環境整備促進

と同時に必要な対応事項として、次の７点が示された。 

 

 １．ＩＣＴを活用した学習を行う教室等の考え方 

 ２．ＩＣＴ機器等の教室への設置の仕方 

 ３．児童生徒の情報活用能力の育成 

 ４．教員のＩＣＴ活用指導力の向上 

 ５．ＩＣＴ活用を支える外部専門スタッフの活用 

 ６．情報セキュリティの確保 

 ７．学校の施設・設備 
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 さらに、国の「安心と成長の未来を拓く総合経済対策」（R元.12）において、学校にお

ける高速大容量のネットワーク環境の整備を推進するとともに、児童生徒一人ひとりがそ

れぞれ情報端末を持ち、十分に活用できる環境の実現を目指すこととする「ＧＩＧＡスク

ール構想の実現」が打ち出された。 

 

 

２．甲賀市の現状と課題 

 

２－１ これまでの甲賀市の取り組み 

 

甲賀市は、平成２９年度から令和元年度の３カ

年計画で指導者用コンピュータ、学習者用コンピ

ュータ、電子黒板、高速無線ＬＡＮの整備を全校

に整備するとともに、教職員のスキル向上に向け

て、ＩＣＴ支援員を配置した。さらに、令和２年

度には全ての教師がＩＣＴ機器を活用した授業が

展開できる環境を整えるための指導者用コンピュ

ータの追加導入、ＧＩＧＡスクール構想の実現に

伴う学習者用コンピュータを１人１台の整備を進

めている。また、児童生徒の情報を校内で共有することで、児童生徒へのきめ細やかな指

導につなげるため、統合型校務支援システムの全校への導入を進めているところである。 

 

２－２ 甲賀市のＩＣＴ環境の整備状況 

 

 

 

 

 

 

甲賀市の現状 文部科学省水準 *1 整備年度

学習者用コンピュータ 児童生徒1人１台 児童生徒1人１台 *２ 2020年度

指導者用コンピュータ 授業を担任する教師1人1台 授業を担任する教師１人１台 2020年度

大型提示装置・実物投影機 教室の大型TVへの投影 100％整備 2017年度

超高速インターネット及び無線LAN 100％整備 100％整備 2017～2020年度

統合型校務支援システム 100％整備 100％整備 2020年度

ＩＣＴ支援員 各校月に２回配置 ４校に１人配置 2018～2020年度

*１・・・文部科学省「2018年度以降の学校におけるＩＣＴ環境の整備方針」より。

*２・・・文部科学省「GIGAスクール構想の実現」より。
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２－３ 今後取り組むべき課題 

 

小中学校新学習指導要領総則では、教育課程の編成において、各学校においては、児童

生徒の発達の段階を考慮し、言語能力、情報活用能力（情報モラルを含む）等の学習の基

盤となる資質・能力を育成していくことができるよう、各教科等の特性を生かし、教科等

横断的な指導の視点から教育課程の編成を図るものとするとしている。具体的には以下の

ことが挙げられている。 

 

・学習活動において、必要に応じてコンピュータ等の情報手段を適切に用いて情報を得 

る。 

・情報を整理・比較する。 

・得られた情報をわかりやすく発信・伝達したり、必要に応じて保存・共有したりす 

る。 

・学習活動を行う上で必要となる基本的な操作の習得や、プログラミング的思考、情報

モラル、情報セキュリティ、統計等に関する資質・能力等の向上を図る。 

 

本市においては、新学習指導要領の全面実施に向けて、教員の授業改善のための研究を

重ねながら「主体的・対話的で深い学び」の更なる実現を図ってきた。今後も、児童生徒

それぞれの成長過程において、ＩＣＴを有効活用し、児童生徒一人ひとりが主体的に学ぶ

とともに、「学び合い」の充実も図っていく必要がある。また、新型コロナウイルス感染拡

大等による学校の休業時等にも対応した取組も視野に入れておく必要もある。 

そのためには、ＩＣＴ機器の整備をさらに進めるとともに、一方で教員が活用方法を理

解し、進んで授業に活用する意欲と能力を高めていく必要がある。 

併せて、ＩＣＴ機器の破損や故障時に迅速に対応するためのサポート体制の構築を行う

など、児童生徒も教員も安心してＩＣＴ機器を活用できる環境づくりも求められる。 

そこで本市では、ＩＣＴ機器を効果的に活用しながら、今後さらに確かな学力の向上を

目指していくため、以下の３つの視点で、本市が今後取り組むべき課題を整理した。 

 

（１）児童生徒の情報活用能力の育成 

  ・学習のねらいに応じて、目的に合った情報

や資料を取捨選択して、順序立ててまとめ

たり、わかりやすく発信し合ったりする教

育活動の充実 

  ・児童生徒一人一人の習熟の程度や進捗状況

等をもとにした個々の状況に応じた学習の

推進と、主体的に学習に取り組む意欲や態

度の育成 
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  ・収集した情報を整理・分析しながら課題解決をする力の育成 

（２）ＩＣＴを活用した教員の指導力の向上 

 ・思考力・判断力・表現力を育む授業の推進 

 ・研修の充実 

 ・サポート体制の強化 

 

（３）ＩＣＴ環境の充実  

 ・ＩＣＴを活用した学習を行うために必要な学習者用および教員用タブレット、大

型提示装置等のＩＣＴ機器の整備 

 ・校務の情報化のためのＩＣＴ環境の整備 

 

 

３．基本的な考え方 

 

３－１ 計画の基本理念 

 

 

 

 

 

３－２ 取組内容 

 

（１）児童生徒の情報活用能力の育成 

 

①情報教育の更なる推進 

  ・児童生徒の学ぶ力を高め、確かな学力の向上を支えるための情報活用能力の育成 

・情報を正しく安全に利用しようとする情報モラルの育成 

 

②ＩＣＴを活用した授業の推進 

 ア.目的に応じてＩＣＴを効果的に活用する授業 

  各教科等の授業において、ＩＣＴを活用するこ

とで、主体的な学習活動の展開、学びあう姿の育

成、基礎学力の定着等、教育効果が高まる期待が

持てる。 

  しかし、授業者が単に授業においてＩＣＴを活

用すれば、教育効果が高まるものではなく、活用

のタイミングや場面の選択、創意工夫が求められ

学習活動において、効果的にＩＣＴ機器を活用する中で、児童生徒の主体的・対話

的で深い学びを育てる 
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る。 

例えば、「観察したことや考えたことを記録する」「写真や映像を保存する」「グラフ

や発表原稿、発表のためのプレゼンテーションを作るためのソフトを利用する」「イン

ターネットを活用し、調べたり、情報を収集したりする」「友だちの考えや思いを知

り、自らの考えを見つめ、深める」などが活用する場面として考えられる。 

 

イ.児童生徒の興味・関心を高める授業 

   それぞれの教科の学習内容や学習対象に対して関心を持ち、進んでそれらを調べよ

うとする意欲・態度を育てる。  

例えば、教科書にある挿絵を大きく映して共有することでこれから読む物語のイメ

ージをより膨らませることができる。また、植物や生き物の成長の様子や火山の噴火

や台風などの自然現象の様子を映像で見せることにより、よりリアリティを持たせ、

児童生徒に驚きや感動を与えることができる。 

そこで、大型ディスプレイや電子黒板を利用して、学習内容を視覚的にわかりやす

く提示し、知識の定着や技能の習熟を図る。 

 

ウ.情報活用能力を育む授業 

  学習に役立つ情報が、教室にいながら入手できることは、ＩＣＴ活用の大きなメリ

ットである。しかしながら、情報が氾濫している中、目的に合った情報を取捨選択

し、活用する力が必要となる。 

インターネットなどの中から、効果的な収集方法で、指導のねらいに沿った資料を

的確に収集できる能力を身につける。 

 

エ.思考力・判断力・表現力を育む授業 

 学習に必要な情報を選択する過程の中で思考力

や判断力を育むとともに、収集した情報を関連付

けたり、整理・分析したりすることで課題解決す

る力を育てる。 

 また、収集した情報をもとに、ワープロソフト

や表計算ソフト、プレゼンテーションソフトを活

用して、相手にわかりやすく伝わるように順序だ

てて作成する力や表現力等も身につけていく。 

  さらに、共通の学習課題について、他者の考えや思い、発表方法や発表内容に触れ

ることで理解を深めるとともに、読み解く力等の向上を図る。 

 

オ.コミュニケーション能力を育む授業 

  児童生徒がグループなどによる意見交流の際にＩＣＴ機器を活用することで、調べ 
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たことや考えたことなどを視覚的に共有し、話し合い活動を活性化させることができ 

る。 

このような他者とのやり取りの中で、相手の意図や思いを取り入れたり、相違点に

気づいたりしながら自分の考え等を見直すことで、多角的な見方・考え方を身に付け

ることが期待できる。こういった自分の考えを深め創造していく活動を通して、児童

生徒のコミュニケーション能力の育成を図る。 

 

カ.個に応じた支援を行う授業 

  児童生徒の習熟の程度や進捗状況を的確に把握し、個に応じた学習支援が行われる

よう、効果的にＩＣＴを活用する必要がある。個々の状況に応じて、ドリルソフト等

を用いて基礎学力の定着を図るとともに、指導・助言を適宜行う中で、主体的に学習

に取り組む意欲や態度を養う。 

  さらに、特別な支援やかわせみ教室を含めた日本語指導を必要とする児童生徒一人

一人の特性や学習内容、学習の進捗状況に応じた指導・支援を実現できるようにＩＣ

Ｔの有効活用を推進する。 

 

 

（２）ＩＣＴを活用した教員の指導力の向上 

 

①（仮称）教育情報化推進係整備およびＩＣＴ支援員配置による対応 

・教育の情報化を推進する専任の職員による組織の構築 

・教職員研修の充実に向けた取組 

・ＩＣＴ機器の不具合等への対応 

・整備更新を見据えた計画、各種関係機関や団体との企画調整等 

・中長期的な本市教育ＩＣＴに関するガバナンスの強化 

・国の政策や情報通信技術に関する最新の情報を踏まえた分析や対応 

・臨時休業や分散登校等が行われた場合のＩＣＴを活用した学習支援 

 

②教員研修の充実等 

・授業に活かせるＩＣＴ機器の操作方法の研修 

・ＩＣＴを活用する授業に関する情報の共有 

・自作のデジタル教材の共有や活用方法についての検討 

・学校の枠を超えたコミュニケーション活性化によるＩＣＴ活用の動機付けを促進 
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（３）ＩＣＴ環境の充実 

  

①学校におけるＩＣＴ環境の整備と活用の推進 

・ＩＣＴの日常的な活用のための機器整備の促進 

・臨時休業等の緊急時に備えたオンライン学習環境のための機器整備 

・定期的な評価・分析に基づく改善 

 

②教育の質の改善を目的とした校務の情報化の推進 

・児童生徒と向き合う時間を確保するための統合型校務支援システムの活用および運  

 用 

・全職員で児童生徒を見守ることのできるシステムの構築 

・電子化による教職員の事務負担の軽減 

 

③学校教育の情報セキュリティの向上 

・児童生徒の個人情報を含む重要情報を安全に取り扱うための、教育委員会及び各学

校における情報セキュリティ向上への継続的な取組  
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４．教育の情報化の推進 

  教育の情報化を具体的に推進していくために、教育委員会が中心となり、各施策の進

捗管理を行う。進捗管理については、ＰＤＣＡサイクルの考え方に沿って、毎年度各施

策の実施状況の把握を行い、各施策内の評価指標に基づき評価する。また、今後の５年

間を見据えて策定しているが、国の施策の変化やＩＣＴの技術の進展、時代のニーズ、

本市の財政状況等を踏まえ、必要に応じて、目標達成に向けた課題整理と取組内容の見

直し及び改善を行う。 

  実施期間の最終年度である令和７年度には最終評価を行い、次に目指していくべき方

向性を見出し、次期施策に生かしていく。 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

甲賀市教育情報化推進施策 

教育情報化推進係の整備

ＩＣＴ支援員の配置

ＩＣＴ環境整備ロードマップ 
の策定 

校務の情報化による
教育の質の改善方針の策定

教員によるＩＣＴを活用した 
指導力向上プロジェクトチームの整備 

ＩＣＴ活用ロードマップ
の策定 

情報セキュリティに関する
研修の受講（年１回以上）

施 
策 

策定

整備 

運用・評価 整備 

策定 

策定 

整備 

企画 

運用・評価 

運用・評価 

運用・評価 

運用・評価 

運用・評価 

運用・評価 見直し 

見直し

見直し

見直し 

見直し

見直し

見直し 

策定 運用・評価 見直し 
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資料１ 教員のＩＣＴ活用指導力の状況（2019年度） 

 甲賀市 

（％） 

先行導入 

(Ａ校) 

全国 

（％） 

滋賀県 

（％） 

Ａ．教材研究・指導の準備・評価などにＩＣＴを活
用する能力 

84.7 91.1 

  (%) 

 

86.2% 81.4% 

Ａ１ 教育効果をあげるにはどの場面にどのように 

してコンピュータやインターネットなどを利 

用すればよいかを計画する。 

79.6 92.9 83.8% 
 

Ａ２ 授業で使う教材や資料を集めるために、イン 

ターネットや CD-ROMなどを活用する。 
86.5 85.7 87.9% 

 

Ａ３ 授業に必要なプリントや提示資料を作成する 

ために、ワープロソフトやプレゼンテーショ

ンソフトなどを活用する。 

90.9 92.9 90.1% 
 

Ａ４ 評価を充実させるために、コンピュータやデ 

ジタルカメラなどを活用して児童の作品・学

習状況・成績などを管理し集計する。 

 
82.0 

 
92.9 

 
83.2% 

 

Ｂ．授業中にＩＣＴを活用して指導する能力 63.0 75.0 69.7% 61.1% 

Ｂ１ 学習に対する児童生徒の興味・関心を高める 

ために、コンピュータや提示装置などを活用

して資料などを効果的に提示する。 

 
79.0 

 
92.9 

 
81.6% 

 

Ｂ２ 児童生徒一人一人に課題を明確につかませる 

ために、コンピュータや提示装置などを活用

して資料などを効果的に提示する。 

 
64.7 

 
78.6 

 
69.4% 

 

Ｂ３ わかりやすく説明したり、児童生徒の思考や
理解を深めたりするために、コンピュータや

提示装置などを活用して資料などを効果的に

提示する。 

 
56.1 

 
71.4 

 
65.5% 

 

Ｂ４ 学習内容をまとめる際に児童生徒の知識の定
着を図るために、コンピュータや提示装置な

どを活用して資料などをわかりやすく提示す

る。 

 
52.2 

 
57.1 

 
62.4% 

 

Ｃ．児童生徒のＩＣＴ活用を指導する能力 63.1 67.9 70.2% 62.0% 
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Ｃ１ 児童生徒がコンピュータやインターネットな
どを活用して、情報を収集したり選択したり

できるように指導する。 

73.8 78.6 77.2% 
 

Ｃ２ 児童生徒が自分の考えをワープロソフトで文
章にまとめたり、調べたことを表計算ソフト

で表や図などにまとめたりすることを指導す

る。 

 
 

74.8 

 

78.6 

 
 

77.9% 

 

Ｃ３ 児童生徒がコンピュータやプレゼンテーショ
ンソフトなどを活用して、わかりやすく発表

したり表現したりできるように指導する。 

 
55.3 

 
57.1 
 

 
66.5% 

 

Ｃ４ 児童生徒が学習用ソフトやインターネットな
どを活用して、繰り返し学習したり練習した

りして、知識の定着や技能の習熟を図れるよ

うに指導する。 

 
48.3 

 
57.1 
 

 
59.4% 

 

Ｄ．情報モラルなどを指導する能力 81.4 86.3 80.5% 74.0% 

Ｄ１ 児童が発信する情報や情報社会での行動に責任

を持ち、相手のことを考えた情報のやりとりが

できるように指導する。 

 

86.6 

 

90.9 

 

83.1% 

 

Ｄ２ 児童が情報社会の一員としてルールやマナーを

守って、情報を集めたり発信したりできるよう

に指導する。 

 

87.0 

 

90.9 

 

 

84.2% 

 

Ｄ３ 児童がインターネットなどを利用する際に、情

報の正しさや安全性などを理解し、健康面に気

をつけて活用できるようにする。 

 

75.6 

 

80.0 

 

 

75.9% 

 

Ｄ４ 児童がパスワードや自他の情報の大切さなど、

情報セキュリティの基本的な知識を身につける

ことができるようにする。 

 

76.6 

 

83.3 

 

 

78.7% 
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資料2 タブレット参観授業後の児童の感想 

タブレットに関して     授業に関して        

すごくわかりやすく勉強ができた。 こんなとき方があることがわかった。 

多くの色が使えて説明しやすかった。 数えてみたりして、どのように変化してい

っているのかを見つける力はこれからも役

に立ちそう。 

消すのが簡単だった。 式のきまりがわかるとうれしい。次の勉強

につなぎたい。 

いつもじゃ解けないこともタブレット

があると説明しやすくよかった。 

少し難しかったけどとても楽しかった。 

色なども使えて分けるのもすぐに出来

る。 

三角形は÷２するかしないか迷った。 

タブレットを使ってみんなの意見が見

られてよかった。 

難しかったけどみんなの意見があってわか

った。 

ノートよりタブレットのほうが分かり

やすかった。 

問題の計算の仕方がおもしろかった。 

図がすぐ近くにあるから問題が解きや

すかった。 

きまりをみつけるのが楽しかった。 

やりやすかったし、いろいろ勉強でき

てよかった。 

はじめはいろいろ迷っていたけれど、がん

ばってできてよかった。 

タブレットと授業が連携していて分か

りやすかった。 

しっかり解けて、よい予習になった。 

いつもよりやりやすかった。 最初は難しかったけど、意味が分かったら

かんたんだった。 

いつもよりはやくとけた。 かんたんだったりむずかしかったりする。 

つかいやすかった！ 少し得意な問題だった。 

やっぱりやりやすかった。 分かったときはうれしかった。 

やった問題が解けてよかった。 最初悩んでたけど途中でできた。 

消しゴムを使わなくてもきれいになる

のがよかった。 

いい練習になったしわかったから楽しかっ

た。 

問題がすごく解きやすかった。 少し難しかった。でも解けたときはうれし

かった。 

先生にほめられてうれしかったです。 はじめは分からなかった問題でも、先生が

解説をしてくれたのでとくことができた。 

図や表などかかけるので正確な計算が

できてとてもやりやすかった。 

数と数との関係を調べると決まりが分かっ

たりしてくるので、中学校でも調べてみた

い。 
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とてもわかりやすく、いろんな人の意

見が聞けるからよいなと思った。 

いろんな考えでそれをたくさん試してやっ

と解けたときはとてもうれしかった。 

問題の画像が横にあるのでやりやすか

った。 

かんたんだった。 

ノートでは図とかがかけないときがあ

るからタブレットを使ってとてもくわ

しくできた。 

難しかったけど解けたからうれしかった。 

ノートでは出来ない表を作って計算が

できた。 

どれにも計算のきまりがあった。 

楽しい問題を解けてよかった。 とても簡単だった。 

みんなの考えをひとつひとつ見られて

たくさんのとき方を知れた。 

ひらめくまで少し時間がかかったのでもっ

と早く解けるようになりたい。 

いろいろなことを書いて問題を解けた

のでよかった。 

クイズみたいでおもしろかった。 

ノートではできない表が出て、みんな

の案が見える。 

みんなの解答が見えてよかった。 

みんなの考えと比べたり、見たりして

答えを求めることができた。 

少しむずかしかったですが、とくと「そう

かあ。」と納得できた。 

いろいろな考え方があり、いろいろな

求め方がわかった。 

とくヒントを見つけるのが難しかった。 

わかりやすくてよかった。 むずかしかった。 

タブレットでやるととき方がやりやす

かった。 

今日の勉強はとてもいいものだった。 

紙よりはタブレットのほうが消すとき

きれいに消えるので求めやすかった。 

正三角形の問題が少し難しかったけど、求

められてよかったです。 

とき方を文で書いたり図でかいたりし

て分かりやすく伝えられた。 

ちょっとむずかしかった。でも答えられて

よかった。 
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